
 

 

 

 

研究の概要 

（１） 研究主題 

 

 

 

 

（２） 研究主題設定の理由 

本校では，平成 28 年度から 30 年度までの３年次計画で，「特別の教科道徳」として教科化さ

れた「道徳の時間」に着目し，「心をひらき，ともに学ぶ子どもの育成」を研究主題とし，本校の

子ども一人ひとりの自尊感情や子ども同士の関わり方をより高めていくことをねらいとし，研修を

深めてきた。この研究は，発達の段階を踏まえて６年間の道徳教育を系統立てて推進しながら，小

規模校の特質を生かした子ども一人ひとりを生かす教育の充実を図っていくというものでもあっ

た。 

  ３年間の研究を経て，道徳教育の全体計画や年間指導計画，別葉などを作成することができ，６

年間を通して，系統立てた指導を行う基盤整備ができた。また，問題解決的な学習やシミュレーシ

ョン問題を取り入れたことにより，「近二小の道徳授業」を確立することができ，従来の道徳授業

とは異なる授業実践を蓄積することができた。さらに，子どもたちは，登場人物の心情や行動を考

え，「自分だったらどうするか」といった自分事として問題解決を図る姿勢が身に付き，道徳の授

業と日常生活とがつながるようになってきた。 

  一方，課題として，主に教師と子どもとの対話によって，ねらいとする価値へ迫る授業展開が多

く，子ども同士の対話を活発に行わせるために手立てを工夫することや，シミュレーション問題を

取り入れた問題解決的な学習の更なる実践の積み重ねや充実を図る必要があることが明らかにな

った。 

そこで，本年度までの研究を生かし，問題解決的な学習に基づき，日常生活とのつながりを重

視した道徳授業を目指すとともに，2020 年度から完全実施される新学習指導要領で重視されてい

る「主体的・対話的で深い学び」となるように授業展開を充実させ，対話を促す教師の手立てを工

夫し，継続して子どもたちを見取り，適切に評価していくことをねらいとし，研修を深めていくこ

ととした。 

以上のことから，本研究主題を「自分の考えをもち，進んで対話し，深め合える子どもの育成」， 

副主題を「日常生活とのつながりを重視した道徳授業を通して」と設定した。 

 

（３）研究主題のおさえ 

自分の考えをもち，進んで対話し，深め合える子どもの育成 
 

 

 

 

 

 

 

（４） 研究内容と視点 

 

自分の考えをもち，進んで対話し，深め合える子どもの育成 

～日常生活とのつながりを重視した道徳授業を通して～ 

□深め合える ＝ 自他の尊重 深い学び 
○自己内対話や多様な他者・対象との対話を往還することにより，自他の差異を尊重し，認め合い，
思考を深め，見方や考え方を広げること。 

□自分の考えをもち，進んで対話する ＝ 主体的，対話的に学ぶ 
〈自分の考えをもつ〉 
○既習事項や経験などを基に，自分の考えに根拠をもち，授業に積極的に関わろうとする意欲を高
め，主体的に学ぶこと。 

〈進んで対話する〉 
○教師や友達との対話だけではなく，自分自身の行動を振り返り自問自答する，自己内対話や，登
場人物の心情に寄り添い，自我関与しながら読む，登場人物との対話など，多様な他者・対象と
の対話の往還を進んで行うこと。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 研究計画 

学

期 

１年次(2019年度) 

(研究計画の構想と立案) 

２年次(2020年度) 

(実践研究の蓄積と検証) 

１

学

期 

○研究主題の設定 

〇仮説の設定 

○研究内容の構想 

○道徳の全体計画・年間指

導計画・別葉の見直し 

○研究仮説・内容の修正 

・１年次の課題を踏まえた

研究仮説の修正と，それ

基づく研究内容の具体化 

２

学

期 

〇検証のための実践 

・研究授業 

 

○検証のための実践 

・研究授業と協議会 

３

学

期 

○研究結果の整理 

・成果と課題の把握 

 

〇研究全体のまとめ 

・成果と課題の把握 

〇次年度の研究について 

【具体仮説２】 

道徳科の授業において，発 

問・指示，問い返しを工夫し，

板書を構造的にすることによ

り，自他の考えの違いに気付

き，進んで対話する子どもを育

むことができるであろう。 

【具体仮説３】 

「ねらい」と「学習の振り返 

り」との関連付けを図り，「評

価シート」を活用し，継続的に

見取り，指導に生かすことによ

り，互いに認め，深め合える子

どもを育むことができるであ

ろう。 

【具体仮説１】 

道徳科の授業において，問題

解決的な学習に基づく授業展

開を充実させ，日常生活とのつ

ながりを重視することにより，

自分の考えをもち，自分事とし

て捉え，自らの行動を振り返る

子どもを育むことができるで

あろう。 

〈研究内容２〉 

○対話を促す教師の 

手立ての工夫 

 

 

・発問・指示，問い返しの工夫 

・構造的な板書の工夫 

 

〈研究内容１〉 

○問題解決的な学習に基づく 

日常生活へのつながりを重 

視した授業展開の充実 

 

・問題解決的な学習に基づく授

業展開の充実 

・日常生活のつながりを重視し

たシミュレーションの記

録・蓄積 

 

 

 

〈研究内容３〉 

○指導に生かす評価の継続 

 

 

・「ねらい」と「学習の振り返 

り」との関連付け 

（子どもの記述からの評価） 

・「評価シート」の活用による 

継続的な見取り 

（教師の記述からの評価） 

 



 

 

 

（６） 研究構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な学習ルールの統一 

〈研究内容１〉 

○問題解決的な学習に基づく 
日常生活へのつながりを重 
視した授業展開の充実 

 
・問題解決的な学習に基づく授

業展開の充実 
・日常生活のつながりを重視し
たシミュレーションの記
録・蓄積 

 

〈研究内容３〉 
○指導に生かす評価の継続 

 
 
 

・「ねらい」と「学習の振り返 
り」との関連付け 

（子どもの記述からの評価） 
・「評価シート」の活用による 
継続的な見取り 

（教師の記述からの評価） 

 

〈研究内容２〉 

○対話を促す教師の 
手立ての工夫 

 
 

・発問・指示，問い返しの工夫 
・構造的な板書の工夫 
 

 

【重点教育目標】 
自ら学び 挑戦し やりぬく子の育成 

～確かな学力の向上，豊かな心の育成，健康・安全・体力の向上～ 

【研究主題】 

自分の考えをもち，進んで対話し，深め合える子どもの育成 

～日常生活へのつながりを重視した道徳授業を通して～ 

【具体仮説１】 

道徳科の授業において，問題

解決的な学習に基づく授業展開

を充実させ，日常生活とのつな

がりを重視することにより，自

分の考えをもち，自分事として

捉え，自らの行動を振り返る子

どもを育むことができるであろ

う。 

 

【具体仮説２】 

道徳科の授業において，発 

問・指示，問い返しを工夫し，

板書を構造的にすることによ

り，自他の考えの違いに気付き，

進んで対話する子どもを育むこ

とができるであろう。 

 

【学校の教育目標】 
よく考える子 じょうぶな子 思いやりのある子 

【具体仮説３】 

「ねらい」と「学習の振り返 

り」との関連付けを図り，「評

価シート」を活用し，継続的に

見取り，指導に生かすことによ

り，互いに認め，深め合える子

どもを育むことができるであろ

う。 

 

支持的風土のある学級経営 

【研究の仮説】 

問題解決的な学習に基づく日常生活へのつながりを重視した授業展開を充実させ，対話を促す教 

師の手立てを工夫し，指導に生かす評価を継続することにより，自分の考えをもち，進んで対話し，深

め合える子どもを育てることができるであろう。 

 


